
 

 

 

 

 

～発災 10年、福島で未来に向けて挑戦する姿を紹介～ 
短編動画「FUKUSHIMA INDEX –Innovation for the 

Next Decade-」を公開 
  

風評払拭に向けたメディアミックス
による情報発信の一環として、福島にお
いて未来に向けて挑戦を続ける 7 名の
方をフィーチャーした短編動画
「FUKUSHIMA INDEX –Innovation for the Next Decade-」を 3月 4
日に公開します。 
映画の予告編ながらの映像と音楽で、関心を持って頂きやすいコンテ

ンツに仕上げています。 
 

＜概要＞ 
東日本大震災から 10年の月日が経ち、福島では多くの町でかつての賑

わいを取り戻しつつあり、さらに進化を続けています。 
この福島の地で、未来に向けて挑戦を続ける 7 名の方をフィーチャー

し、印象的な音楽と映像で構成した動画「FUKUSHIMA INDEX –
Innovation for the Next Decade-」を 3月 4日に公開します。本動画
制作には、日本トップレベルの様々なクリエイティターや演者が携わっ
ており、特に海外に向けて福島のイメージを刷新するとともに復興の現
状と未来の姿を伝えます。 
併せて、特設サイトを開設し、7名の具体的な取組を紹介します。  

 

 

貼 り だ し  

令 和 ３ 年 ３ 月 ２ 日 

復 興 庁 

福島の自然 インタビューの様子 



 

 短編動画（1 分半および 11 分半）（英語ナレーション／字幕選択可

（日・英・中・韓））では、伝統焼物の復興、はやぶさ２プロジェクト、

福島イノベーション・コースト構想、東日本大震災・原子力災害伝承

館などで、福島において未来に向けて挑戦を続ける 7名へのインタビ

ューを通じ、福島の現状を海外に向けてアピール。 

 短編動画制作には、黒田貴泰氏（㈱stu 代表）がプロデューサーを務

めるなど 日本トップレベルのクリエーターが集結 。和楽器を使用し

た新たなイメージ音楽に乗せ、インタビュー映像に加えて、福島の美

しい自然や三味線・和太鼓・篠笛・能楽師の各トップクラス演者によ

る演奏で構成され、海外に日本・福島の魅力を強く訴求。 

 特設サイト（日本語版・英語版）には、短編動画の他、7名のインタ

ビュー動画を掲載。動画は復興庁 YouTubeチャンネルから視聴可能

で、復興庁「東日本大震災発災 10年ポータルサイト」にもリンク。 

 
※出演者リスト、演者リスト、動画制作スタッフ：別紙参照 
 
 
＜特設サイト QRコード＞ 

「FUKUSHIMA INDEX –Innovation for the Next Decade-」 
（日本語版） 
 https://www.fukko-pr.reconstruction.go.jp/2018/fukushimanoima/fukushimaindex/ 
 
 
 
 
 
 

  

本件連絡先 

復興庁原子力災害復興班 栗林 

電  話：０３－６３２８－０２４８ 

ＦＡＸ：０３－６３２８－０２９５ 
 

https://www.fukko-pr.reconstruction.go.jp/2018/fukushimanoima/fukushimaindex/


（別紙）出演者リスト （敬称略・50音順） 
 
 出演者 肩書 

 
板垣 貴之 
（いたがき たかゆき） 

公益財団法人 福島イノベーション・

コースト構想推進機構 福島オフィス  

 産業集積部 事業創出支援課 課長 

 
遠藤 美来 
（えんどう みく） 

東日本大震災・原子力災害伝承館 

  アテンダントスタッフ 

 
久保田 健一 
（くぼた けんいち） 

一般社団法人 Switch 

  代表理事 

 
陶 正徳 
（すえ まさのり） 

大堀相馬焼 陶徳窯 

  窯元 

 
鈴木 みなみ 
（すずき みなみ） 

一般社団法人 とみおかプラス 

  復興支援員 

 
出村 裕英 
（でむら ひろひで） 

会津大学コンピュータ理工学部教授 

（兼）会津大学宇宙情報科学研究セン

ター長 

 中井 佑 
（なかい たすく） 

テトラ・アビエーション株式会社 

  代表取締役 

 

 
  



（別紙） 
 
演者リスト （敬称略） 
 

 
Music “Inside of you” 
 
Mixing Engineer 
(Theme) 

Dave Ford 世界を席巻した PWLレコーディングのエンジニア。カイリミ
ノーグやドナサマーなどのヒット曲を始め、1990年代後半か
ら 2000年ころには数百万枚の日本のヒット曲を手掛ける。 

 
動画制作スタッフ 
 
Chief  
Producer 

黒田 貴泰 
(株)stu 

xR、AI、5G、DX、デジタルヒューマンといった最先
端のテクノロジーをエンターテイメントの最前線で実
装する クリエイティブカンパニーstuの代表。 
紅白歌合戦から海外の空港、カジノ施設の空間演出ま
で幅広いプロジェクトに携わるかたわら、アーティス
トプロデューサーとして、これまでに LiSA、米津玄師
などのデビューを手掛けてきている。 

Producer 谷地頭 敏弘 
東映シーエム (株) 

プロデューサーとして媒体を問わず、テレビ CM、
WEB動画、MV、イベント映像などを担当。海外撮影
経験もあり、様々な要望に応える映像を制作。 

CG制作 安井 悠 
(社) JDX 日本の伝
統継承と革新の会 
理事 

米カルフォルニア大学機械工学博士(Ph.D)。シリコン
バレーでの自動運転のシステム開発などを経て、2020
年帰国。機械学習等、AIから CGまで手掛けるエンジ
ニア。 

Planning, 
Executive 
Producer 

木村 貴志 
(株)バーニングパ
ブリッシャーズ開
発責任者、 
 (社) JDX 日本の
伝統継承と革新の
会 代表理事 

1990年代より音楽プロデューサーとして数々のヒット
曲を送り出す。2015年から様々な復興企画に参加し、
映像・音楽・CG制作などを手掛ける。2019年には世
界 7か国に福島の情報を発信するプロジェクトをプロ
デュース。 

 

福居 典美 
（ふくい てんび） 三味線奏者 

津軽三味線福居流師範。津軽三味線全国大会で 2年連続して女
性トップの座を獲得。日本人津軽三味線奏者として初めてのイ
ンド公演の他、FIFAワールドカップ前夜祭にて公式アンセム曲
を演奏。 

見留 知弘 
（みとめ ともひろ） 太鼓 

2012年から 4年間、太鼓芸能集団「鼓童」の初代代表に就任。
（「鼓童」は 1981年ベルリン音楽祭でデビュー以来 52の国と
地域で 6,500回を超える公演を行う。2001年に日本人アーテ
ィストとして初めてノーベル平和賞コンサートへ出演。） 

狩野 泰一 
（かのう やすかず） 篠笛奏者 

日本古来の「篠笛」の可能性を広げ、2005 年メジャーデビュ
ー。これまでに世界 30か国で 2,000回を超える公演を行い、
TV番組のテーマ曲等、音楽プロデュースも手掛ける。 

津村 禮次郎 
（つむら れいじろう） 

能楽師 
（文化庁文
化交流使） 

観世流緑泉会代表会主。女流能楽師の草分けである津村紀三子
に師事。1974年津村紀三子死去により緑泉会を継承。1991年
に重要無形文化財（能楽総合）認定保持者に認定。 


